


 

2026年 2月吉日 

 

一般社団法人大学コンソーシアムひょうご神戸 

事業委員会 委員長 各位 

 

一般社団法人大学コンソーシアムひょうご神戸 

理事長 森 康俊  

 

2026年度事業計画・予算（案）及び 2025年度事業報告・決算（案）の作成について（依頼） 

 

拝啓 寒冷の候、ますますご清祥のこととお慶び申しあげます。平素は当コンソーシアムの活動に深いご

理解とご協力を賜り、厚く御礼申しあげます。 

さて、標記の件につきまして、下記のとおりご提出いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

なお、2026年度事業計画の作成にあたっては、2025年度の各事業委員会の自己評価をもとに企画運営

委員会及び理事会にて作成した改善提案の内容を踏まえてご検討いただきますようお願いいたします。

ご不明な点がございましたら、事務局までお問い合わせください。 

敬具 

記 

 

１． 2026年度事業計画・予算（案）及び 2025年度事業報告・決算（案）の作成・提出 

（1）2026年度事業計画・予算【鑑】（案） 

    提出期限：2026年 2月 13日（金）正午 

（2）2026年度事業計画・予算【詳細】（案） 

提出期限：2026年 5月 7日（木）正午 

    ※第 7回理事会(1/30)において来年度の各委員会事業に対する予算が承認されました。 

         委員会事業予算（総額）：600万 

（3）2025年度事業報告・決算（案） 

提出期限：2026年 3月 26日（木）正午 

 

２．今後のスケジュール 

（1）「2026年度事業計画・予算（案）」 

2026年 3月 26日  第 8回理事会にて審議・決定 

2026年 6月（予定） 定時総会にて報告 

（2）「2025年度事業報告・決算（案）」 

2026年 4月（予定） 2026年度第 1回理事会にて審議、定時総会に上程 

2026年 6月（予定） 定時総会にて審議・決定 

 

（添付書類） 

・添付 1）  2025年度 各事業委員会活動の自己評価に対する改善提案 

・添付 2） 2026年度 【記入用】事業計画・予算（案） 

・添付 3） 2025年度 【記入用】事業報告・決算（案） 

               

 以上 
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＜テーマ型の学生交流プロジェクトの実施＞WILL BE プロジェクト 
2026 年度シンキッズフェスティバル 企画書 

 
1. 開催趣旨・目的 

女子サッカークラブ「INAC 神戸レオネッサ」と連携し、試合会場近接の広場での「キッズフェ

スティバル」の企画・運営やブース出展を通じて、学生が実社会の課題に挑む「実社会課題解決

型プロジェクト」とする。 

【本活動のねらい】 

・実践による汎用性の高いビジネススキルの習得 

イベントの企画から集客、当日の運営までを完遂する体験や、「試合の魅力を伝え、来場につ

なげる工夫」に取り組むことで、企画立案力やチームマネジメント、現場での即応力など学

生の実践的なビジネススキルの習得を促す。 

・学びのアウトプットとその効果を検証する機会の提供 

ゼミや課外活動において、実社会に即した課題に向き合い、仮説の実践から成果の検証まで

一連のプロセスを経験する場を提供する。 

・学生活動の地域社会における認知度向上 

ゼミ活動の内容をブースで紹介し、兵庫県内の学生の取り組みを広く発信し理解と認知を広

げるとともに、地域社会からの感想や提案などのフィードバックを得ることで、学生の社会

貢献意識と自己効力感を高める。 

2026 年度は、学生が実社会のビジネスプロセスを理解し、成果創出の視点を身につける機会と

するため、成果に応じた奨励制度を設けたコンペティションの導入を検討している。設定したタ

ーゲットに対するアプローチの妥当性や、実施後のデータ分析・リフレクション（内省）を含め

て評価する仕組みとし、学生が成果創出の視点を身につける機会とする（詳細は以下 3. 学生募集

（3）マーケティング・コンペティション参照）。加えて、企業課題解決プログラム参加ゼミのア

ウトプットの場として参加出展を促すなど、委員会の枠を超えて加盟校に広く参加を呼びかけ、

大学間交流のさらなる深化を図る。 

女子サッカーの試合と同日開催することで、家族連れを中心とした新たな層へ試合の魅力を伝

える機会となる。副次的な効果として、試合の来場者増加や地域活性化への寄与も見込まれる。 

 

2. 開催日時 

INAC 神戸レオネッサの試合開催日（10 月） 

※７月上旬ごろに日時確定 

 

3. 学生募集 

学生の関心と専門性に合わせて 3 つのプログラムを用意し、参加者を募集する。 

（1）学生スポーツプロモーター（継続） 

スポーツビジネスや広報・イベント企画などに関心を持つ学生を中心に、INAC 神戸レオネ

ッサでの職場体験や他大学の学生との協働を通じて、試合や関連イベント開催に係る企

画・広報・運営を進める。現場のプロによるメンターシップを受け、就業意識を醸成する。

継続的な活動により、粘り強くプロジェクトを完遂する力を養う。 

活動日：５月～開催日、夏休みや土日を中心に月に数回、全 12 回程度 
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参加人数：約 15 名（見込） 

予算：27 万円 [内訳：学生交通費 1,500 円/回/人×15 人×12 回＝27 万円）] 

（2）ブース出展（継続） 

当日設営するブースについて、企業課題解決プログラム等、委員会の枠を超えた幅広い分

野から出展者を募集する。ゼミや課外活動の研究成果を「一般に分かりやすく伝える」ス

キルを習得し、学びを実践し効果を検証する場とする。各団体上限 3 万円の活動支援金＊を

支給する。 

活動日：開催当日、および開催日に向けた事前打ち合わせ・準備等で数回 

参加団体数・人数：15 団体 65 名（見込） 

予算：45 万円 [内訳：活動支援金（交通費含む）3 万円/1 団体×15 団体=45 万円）] 

（3）マーケティング・コンペティション（新設） 

「女子サッカーの魅力を伝え、新規層の来場につなげる」ことを課題とし、自ら立案した集

客策を実行する。参加者には集客実績に基づき、「活動奨励金＊＊（または研究助成費）」を

授与する。設定したターゲットが実際に来場したかを定量評価することで学生はマーケティ

ングの PDCA サイクルを完結させる経験をし、結果に対する責任と達成感を学ぶ。 

例： 「近隣小学校へのサッカー教室招待と連動した集客」や「SNS を活用した若年層向けス

タジアムグルメ発信」など、自由な発想で課題解決策を企画・実践する。専用 QR コードや

引換券により計算される「来場者実数」に基づき「活動奨励金（研究助成費）」を授与（チ

ケット 1 枚あたり 50～100 円換算、1 団体上限 3 万円程度）。 

活動日：開催当日、および開催日に向けた事前打ち合わせ・準備等で数回 

参加団体数：5 団体（見込） 

予算：20 万円 [内訳：活動支援金（交通費含む）1 万円/1 団体×5 団体=5 万円 

活動奨励金 3 万円/1 団体×5 団体=15 万円（INAC 神戸が供出）] 

4. 応募資格 

・大学コンソーシアムひょうご神戸加盟校の学生であること（個人参加または団体参加）。 

・ブース出展（3. 学生募集（2））の申し込みにおける 1 団体の参加者は、原則 3 名以上。 

責任者として教職員１名と学生代表１名を選出する（複数団体の兼務可能） 

5. 予算  

105 万円（主に活動支援金＊、活動奨励金＊＊など、詳細は資料 3-2 予算参照） 

６. 募集、応募方法 

・事務局指定のフォームよりオンライン申込。 

・学生スポーツプロモータ―は 2026 年 ４月上旬、ブース出展は 2026 年 5 月上旬より募集開始 

・コンペティションは募集時期未定。 

7. その他 

・会場費は不要（INAC 神戸レオネッサが負担）。 

・ブース出展で利益が出た場合、各団体の判断により社会貢献活動支援団体等に寄付。 

 

8. 問い合わせ・申込み先 

一般社団法人大学コンソーシアムひょうご神戸（担当：西村） 

電話：078-271-0233 E-mail：kenproj@consortium-hyogo.jp 


